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	9 : 30–9 : 40 開会の挨拶 後藤 孝 (東北大学金属材料研究所)
	9 : 40–10 : 00 “第五世代のSPS”; 産業界へSPS技術普及のため何が必要か? (仮)
	10 : 00–10 : 20 研究開発用途・生産用途SPS装置の紹介(仮)
	10 : 20–10 : 40 誘導加熱を併用した放電プラズマ焼結装置の開発
	10 : 40–11 : 00 TPV発電用共晶系エミッタ作製とその特性
	11 : 00–11 : 20 酸素イオン伝導性セラミックスの作製と物性
	11 : 20–11 : 40 パルス通電焼結による耐熱性焼結磁石の作製
	13 : 40–14 : 00 ナノ粉末WCを用いたSPS焼結体の組織に及ぼす微量添加元素の影響 (仮)
	14 : 00–14 : 20 Al5C3Nセラミックスの作製
	14 : 20–14 : 40 窒化アルミニウム系複合セラミックスの放電プラズマ焼結
	14 : 40–15 : 00 通電加圧焼結によるTiB2-TiC-Ti3SiC2複合セラミックスの合成とその機械的性質
	15 : 00–15 : 20 放電プラズマ焼結 (SPS) 法で作製した高透光性アルミナ焼結体の微細組織観察
	15 : 40–16 : 00 放電プラズマ焼結法による多孔質炭化ケイ素セラミックスの作製
	16 : 00–16 : 20 透光性アルミナのSPS合成と微細構造およびその課題点
	16 : 20–16 : 40 SPS法により作製されたアルミナ焼結体のダイナミック超微少硬度と微細組織
	16 : 40–17 : 00 パルス通電焼結によるTiNx焼結体の作製
	17 : 00–17 : 20 高圧SPSによる積層不規則構造を維持した炭化ケイ素の焼結
	10 : 00–10 : 20 透光性窒化ケイ素焼結体の作製と助剤効果
	10 : 20–10 : 40 サトウキビバガス灰と炭化バガスを用いた複合材料の放電プラズマ焼結による作製
	10 : 40–11 : 00 パルス通電加圧焼結による金属／酸化物系高密度ハイブリッド材料の作製
	11 : 00–11 : 20 持続型固-液共存状態を利用してSPS成形したAl/AlN複合材料の熱物性
	11 : 20–11 : 40 鉄およびチタンを添加したAl4SiC4粉体の焼結におよぼすSPSの効果
	(昼食)
	13 : 20–13 : 40 直接通電焼結法による熱電変換材料の合成
	13 : 40–14 : 00 SPS法を利用した亜共晶Cu-Zr合金線材の開発
	14 : 00–14 : 20 通電焼結法によるLi2S-FeS2複合体の作製と全固体電池への適用
	14 : 20–14 : 40 通電焼結によるcBN基コンポジットの作製
	14 : 40　  閉会の挨拶

